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（２）「貧困化論争」―― 1950 年代～60 年代 
○日本生産性本部の設立（1955 年） 「生産性向上運動」 
○「貧困化論争」（資本主義のもとでの貧困の不可避性をめぐる論争） 
生産性向上・経済成長は貧困を解決するか？ 
   ・実質賃金低下説 
   ・生活水準低下説 
   ・「労働力の価値以下への賃金の低下」説 
   ・資本賃労働関係拡大説 
     「貧困化の本質」：資本蓄積の進展にともなう資本による労働者に対する搾取関係
そのものの再生産あるいは支配・隷属関係の拡大・深化。 






理解をめぐる議論が活発に行われた（井村 1958、金子 1963、高木 1973）。 
 













②不安定就業への注目、それへの批判 ―― 1970 年代～90 年代 
○江口英一氏や加藤佑治氏らによる低所得層（不安定就業階層）に関する実証研究の蓄積
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（３）ふたたび「失業と貧困」がキーワードになる時代 ―― 21 世紀～ 
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     下図の「産業予備軍Ⅰ」から「産業予備軍Ⅱ」への移行 
 



































































































































製造業では国際競争の激化を背景に、2002 年から 07 年にかけての好況期に正規雇用を削減
し、非正規雇用への切り換えを進めた。特に生産ラインへの派遣労働の導入が合法化された































男性正社員のうち（ただし年間就業日数 200 日以上）、週 60 時間以上就労する労働者の比率
を見ると、1997 年時点では 11.7％であったが、2002 年 17.4％、07 年には 18.8％に増加してい
る（「就業構造基本調査」）。１週 60 時間以上の労働は１年間で 3000 時間以上となり、これは厚
生労働省が認めた過労死認定基準と同等か、またそれを上回る働き方である。このような長時
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江口英一（1979・1980）『現代の「低所得層」』（上・中・下）、未来社 
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                                図Ｃ 雇用と働き方の劣化、不安定化への対抗 
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